
下限値設定のポイント：上手に低血糖を防ぐために

スマートガード™一時停止機能を
使って、上手に低血糖を防ぐ方法は？

Insulin pump

あなたと未来をつなぐ希望の輪

レニーと学ぼう！

設定する下限値が低かったり、ボーラスの量やタイミングが合わなかったり
すると、スマートガード™一時停止機能を使っても低血糖を防ぐことが
できない場合があるんじゃ。より上手に防ぐためには、自分に合った下限
値の設定やボーラスについてしっかりと理解することが大切なんじゃよ！

「スマートガード™一時停止機能との上手な付き合い方
を確認しましょう」の巻

適切な下限値は個人差や生活リズムによって様々じゃ。
上手に低血糖を防ぐために、自分に合った下限値を

理解し、段階的に設定することが大切なんじゃよ！

①段階的に設定値を下げていく
下限値は、50-90mg/dlの範囲で５mg/dl刻みに設定する
ことができます。

・安全を最優先に、主治医の指示、患者さんのニーズに
合わせて、段階的に適切な下限値を設定していきましょう。

・始めから低い数値に設定してしまうと、急なグルコース
値の低下に対応しきれず、低血糖になってしまうことが
あります。

②必要に応じて日中と夜間で下限値設定を変える
下限値は、1日のうちに最大8パターンまで設定することが
できます。

・就眠中のスマートガード™一時停止機能による一時停
止が長く、その後の血糖値が高い傾向にある場合は、夜
間の下限値を日中よりも下げることを検討しましょう。

・日中は、ボーラスによって急なグルコース値の低下が
起こりやすいので、高めの下限値にしておく方が安全と
いう考え方もあります。

③高め・低め設定のメリット・デメリットを理解する
適切な下限値設定は個人によってさまざまです。一概に特定の設定が
良いとは言えません。
生活のリズムや体調などを考慮し、自分に合った下限値が設定できる
ように、高め・低めのそれぞれのメリットとデメリットを理解しましょう。
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下限値 メリット デメリット

高め
80-90 低血糖に早く気づける

•一時停止が頻繁に発生する
•停止時間が長く、その後高血糖
になる場合がある

低め
50-60

•低めの血糖コンロトールが
できる
•停止時間が短い

急な低血糖を防げない
場合がある
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Check point!
スマートガード™一時停止機能と上手に付き合うために、以下の内容を確認しましょう。
主治医と相談し、対処方法を予め決めておきましょう。
・  一時停止が起こった場合の具体的な対処方法
・  長時間停止後の高血糖への対応
・  適切なボーラスの方法

製品の使用方法やよくある質問などをご紹介しています。

パソコン、スマートフォンやタブレット端末からもアクセスできます。

1 日中など一時停止に気付いた場合
血糖自己測定を行って、センサグルコース値の精度を
確認する。

・血糖値があまり低くなく、上昇傾向の場合
→ 必要に応じて手動で注入再開。
（早めの再開が後の高血糖の防止になります。）

・血糖値が低い、または低下傾向の場合
→ 必要に応じで糖質摂取をする。
→ グルコース値上昇を確認後、手動で注入再開
    することを考慮する。

4 就眠中など一時停止に気付かない場合

・同じ時間に繰り返す場合は、原因となった基礎インス
リン量やボーラスインスリン量を見直す。
・急なグルコース値の変化で起こったものでなければ、
その時間の下限値を下げることを検討する。

・長時間の一時停止で、その後の血糖値が高めである
ことに気付いた場合
→ 基礎を増やす、または補正ボーラスなどで対応する。

5 適切にスマートガード™一時停止機能を
活用するために

■ ボーラス量が適切であるかを確認する。
・糖質量の見積もりは正しいか？
・糖質/インスリン比やインスリン/カーボ比は適切か？
・インスリン効果値は適切か？
・体調や運動量は考慮したか？
■ボーラスのタイミングを確認する。
・ボーラスの3時間後以降に低血糖がある場合は、
注入速度を急速にすることや、食前15分以上前に
ボーラスすることを検討する。

・ボーラスの1-2時間後に低血糖がある場合は、注入
速度を標準にすることや、食後打ちまたはスクエア
ボーラスを検討する。

■グルコース値の精度を維持するために、血糖値での
較正のタイミングを確認する。
・較正は、食後4-5時間以上経っているなど血糖値の
安定している時間帯に行う。

ボーラス量が多すぎる、またはボーラスを打つタイミング
が不適切だと、スマートガード™一時停止機能を使用
しても低血糖を防げない場合があります。

2 食事ボーラス直前に一時停止していた場合
血糖自己測定を行って、センサグルコース値の精度を
確認する。

3 ボーラス注入中に一時停止が起こった場合

*スマートガード™ 一時停止機能は一時停止が再開して30分間は作動しないので注意が必要

・血糖値があまり低くなく、上昇傾向の場合
→ 手動で注入再開。  
→食事ボーラス注入。
（減量するかは状況に応じて検討する。）

血糖自己測定を行って、センサグルコース値の精度を
確認する。

・血糖値があまり低くなく糖質を十分摂取している場合
→ 手動で注入再開。  
→ボーラス未注入分を履歴で確認し、減量して再び
ボーラスする。
→ スクエアボーラスで注入するなど検討する。

・血糖値が低い、または低下傾向の場合
→ 手動で注入再開。 
→ 必要に応じてボーラス注入を食後にする、または
ボーラス量を減量することを検討する。
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製品を安全にご使用いただくため、必ず電子添文とユーザガイドを併せて
ご確認ください。

medtronic.co.jp

日本メドトロニック株式会社 
ダイアビーティス
〒108-0075 東京都港区港南1-2-70

www.medtronic.com/minimed770g 

ポンプやリアルタイムCGMの使用方法、アラーム対処、
ポンプアクセサリショップなどについてのご質問は、下記へご連絡ください

www.medtronic.com/clublenny

Club Lennyとハローレニー！に登録しましょう 
ご希望の患者さんはClub Lenny（メール配信サービスなど）やハローレニー！（はじめてすぐの
患者さん向け電話サポートサービス）にお申し込みいただくことが可能です。登録は必須ではあり
ません。詳細はこちらをご参照ください。

ポンプアクセサリショップ
便利な商品を、ポンプの安全使用に
お役立てください。
https://shop-lenny-medtronic-jp.com/


